
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

   

   

 
   

   

   

 
   

   

   

 
 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成26年２月期第１四半期の連結業績（平成25年３月１日～平成25年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年２月期第１四半期 14,101 8.4 1,061 △39.6 1,829 6.9 1,598 4.2
25年２月期第１四半期 13,011 10.4 1,758 262.4 1,712 231.8 1,534 682.6

(注) 包括利益 26年２月期第１四半期 822百万円(△61.0％) 25年２月期第１四半期 2,110百万円( 353.1％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

26年２月期第１四半期 43.44 43.37
25年２月期第１四半期 41.68 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

26年２月期第１四半期 58,974 30,772 51.9
25年２月期 40,904 30,219 73.6

(参考) 自己資本 26年２月期第１四半期 30,620百万円 25年２月期 30,086百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年２月期 － 0.00 － 10.00 10.00
26年２月期 －

26年２月期(予想) 0.00 － 10.00 10.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成26年２月期の連結業績予想（平成25年３月１日～平成26年２月28日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 30,000 21.2 1,800 △29.8 1,700 △34.6 1,600 △31.6 43.47
通期 64,500 26.2 4,100 15.2 4,000 3.9 3,600 9.1 97.80

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 
 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 1社（社名） HC(USA) Inc. 、除外 社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年２月期１Ｑ 40,213,388株 25年２月期 40,213,388株

② 期末自己株式数 26年２月期１Ｑ 3,405,451株 25年２月期 3,405,226株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年２月期１Ｑ 36,808,040株 25年２月期１Ｑ 36,808,292株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信
の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断さ
れる一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる場合があります。
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当第1四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権発足後の積極的な経済対策や金融対策などに

より、円安・株高が進行し、企業業績見通しも回復基調を示し、景気回復への兆しが見え始めておりま

す。 

このような状況下、当社グループは、中期経営計画の最終年度となる当連結会計年度では、公表した

連結業績予想の達成に向け、国内事業は、積極的な広告宣伝活動による新規顧客の増加と営業店での顧

客サービスの強化により、更なる収益基盤の確立に努めております。また、海外事業ではシェア拡大に

よる更なる収益力の強化に努めております。コスト面では、国内事業での新規顧客の獲得のための宣伝

広告費や人件費が増額いたしましたが、その他の販管費につきましては、引き続き効率的なコスト管理

を行っております。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は141億１百万円（前年同期比8.4％増）、営業利益は

10億61百万円（前年同期比39.6％減）、経常利益は18億29百万円（前年同期比6.9％増）、四半期純利益

は15億98百万円（前年同期比4.2％増）となりました。  

  

報告セグメント別の状況は、次のとおりであります。 

なお、当第1四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。 

  

①アデランス（オーダーメイド）事業  

男性売上は、新規顧客には育毛サービスや増毛商品が好調で、リピート顧客にはオーダーメイドウィ

ッグ売上が順調で増収となりました。女性売上も、TVCMによる反響に加え、全国の百貨店で開催する展

示試着会でのオーダーメイドウィッグ売上が好調に推移したことで増収となりました。その結果、アデ

ランス事業の売上高は72億51百万円（前年同期比8.7％増）となり、営業利益は22億58百万円（前年同期

比0.8％増）となりました。 

②フォンテーヌ（レディメイド）事業  

フォンテーヌ事業の売上高は、百貨店・直営店売上が新商品の投入、GMSへの出店効果などにより、順

調に推移したことで、22億10百万円（前年同期比5.3％増）、営業利益は５億66百万円（前年同期比

31.8％減）となりました。 

③ボズレー（ヘアトランスプラント）事業  

北米でヘアトランスプラント（自毛移植）を展開しているボズレー事業の売上高は、広告宣伝の投入

量を前年同期に比べ減じたことにより反応数が減少し、現地通貨ベースでは減収となりましたが、前年

に比べ円安が進行したことにより、22億72百万円（前年同期比2.0％増）となりました。営業利益は78百

万円（前年同期比68.7％減）となりました。 

④海外ウィッグ事業  

海外ウィッグ事業では、医療用ウィッグに注力している欧州市場では、前年度に子会社となったLNEB

社の売上が加わり増収となりました。米国市場、中国市場においても増収となりました。 

海外ウィッグ事業の売上高は16億48百万円（前年同期比35.2％増）、営業損失は63百万円（前年同期

は73百万円の損失）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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⑤その他事業  

その他は主に美材ルート事業（前年度はフォンテーヌ事業の一部を構成）であります。美材ルート

は、市場環境が引き続き厳しく、減収となりました。 

その他の売上高は14億31百万円（前年同期比0.5％減）、営業損失は１億71百万円（前年同期は営業利益

32百万円）となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、無形固定資産のその他（114億77百万円増）やのれん（57

億43百万円増）の増加等により前連結会計年度末に比べ180億69百万円増加し、589億74百万円となりま

した。 

負債は、長期借入金（94億49百万円増）や繰延税金負債（45億49百万円増）の増加等により前連結会

計年度末に比べ175億16百万円増加し、282億２百万円となりました。  

純資産は、利益剰余金が13億17百万円増加したことなどから、前連結会計年度末に比べ５億53百万円

増加し、307億72百万円となりました。  

  

業績予想につきましては、平成25年４月15日公表の業績予想を変更しておりません。  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間より、新たに株式を取得した HC(USA) Inc.及びその子会社10社を連結

の範囲に含めております。 

  

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算しております。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成25年３月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。この変更に

よる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽

微であります。  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 14,001 9,395

受取手形及び売掛金 4,961 5,691

商品及び製品 2,882 3,883

仕掛品 235 249

原材料及び貯蔵品 858 850

繰延税金資産 851 851

その他 1,266 1,455

貸倒引当金 △213 △240

流動資産合計 24,845 22,136

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,993 4,379

土地 4,081 4,088

リース資産（純額） 805 791

その他（純額） 1,167 2,150

有形固定資産合計 9,047 11,408

無形固定資産   

のれん 522 6,265

その他 2,549 14,027

無形固定資産合計 3,072 20,292

投資その他の資産   

投資有価証券 207 998

繰延税金資産 259 483

敷金及び保証金 3,222 3,384

その他 825 822

貸倒引当金 △576 △553

投資その他の資産合計 3,939 5,136

固定資産合計 16,059 36,837

資産合計 40,904 58,974
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年２月28日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年５月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 483 997

1年内返済予定の長期借入金 8 1,064

未払金 2,129 1,820

未払法人税等 242 316

繰延税金負債 2 3

前受金 1,105 2,158

賞与引当金 1,172 627

商品保証引当金 78 84

返品調整引当金 132 112

その他の引当金 21 12

その他 2,475 4,072

流動負債合計 7,852 11,269

固定負債   

長期借入金 1 9,450

リース債務 335 328

繰延税金負債 56 4,605

退職給付引当金 1,064 1,179

資産除去債務 1,019 1,018

その他 356 350

固定負債合計 2,833 16,933

負債合計 10,685 28,202

純資産の部   

株主資本   

資本金 12,944 12,944

資本剰余金 13,157 13,157

利益剰余金 14,268 15,586

自己株式 △7,020 △7,021

株主資本合計 33,349 34,666

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 11 26

為替換算調整勘定 △3,274 △4,072

その他の包括利益累計額合計 △3,262 △4,046

新株予約権 48 61

少数株主持分 83 90

純資産合計 30,219 30,772

負債純資産合計 40,904 58,974
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

売上高 13,011 14,101

売上原価 2,238 2,753

売上総利益 10,773 11,347

販売費及び一般管理費 9,015 10,286

営業利益 1,758 1,061

営業外収益   

受取利息 4 13

受取配当金 0 0

不動産賃貸料 14 14

為替差益 － 981

その他 33 27

営業外収益合計 52 1,037

営業外費用   

支払利息 8 49

不動産賃貸費用 3 4

支払手数料 19 213

為替差損 51 －

貸倒引当金繰入額 11 －

その他 5 1

営業外費用合計 97 268

経常利益 1,712 1,829

特別利益   

固定資産売却益 － 0

その他 0 －

特別利益合計 0 0

特別損失   

店舗閉鎖損失 － 12

固定資産売却損 0 －

減損損失 84 －

投資有価証券評価損 14 －

その他 3 4

特別損失合計 102 17

税金等調整前四半期純利益 1,610 1,813

法人税等 76 214

少数株主損益調整前四半期純利益 1,534 1,598

四半期純利益 1,534 1,598
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年３月１日 
 至 平成24年５月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年３月１日 
 至 平成25年５月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,534 1,598

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 3 14

為替換算調整勘定 572 △790

その他の包括利益合計 576 △776

四半期包括利益 2,110 822

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,110 815

少数株主に係る四半期包括利益 － 7
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該当事項はありません。  

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成24年３月１日 至 平成24年５月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に美材ルート事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,523百万円は、セグメント間取引消去△29百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△1,494百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に美材ルート事業でありま

す。 

 ２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,607百万円は、セグメント間取引消去△16百万円、各報告

セグメントに配分していない全社費用△1,590百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。 

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

事業

フォンテーヌ

事業

ボズレー

事業

海外ウィッグ

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

6,667 2,099 2,228 1,218 797 13,011 ― 13,011

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― 0 640 640 △640 ―

計 6,667 2,099 2,228 1,219 1,437 13,652 △640 13,011

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

2,241 830 250 △73 32 3,281 △1,523 1,758

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 
(注１)

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

アデランス

事業

フォンテーヌ

事業

ボズレー

事業

海外ウィッグ

事業

売上高

(1) 外部顧客に
  対する売上高

7,251 2,210 2,272 1,648 719 14,101 ― 14,101

(2) セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― ― ― ― 711 711 △711 ―

計 7,251 2,210 2,272 1,648 1,431 14,813 △711 14,101

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

2,258 566 78 △63 △171 2,668 △1,607 1,061
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

従来、報告セグメントは「アデランス事業」、「フォンテーヌ事業」、「ボズレー事業」の３区分

としておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、「アデランス事業」、「フォンテーヌ事

業」、「ボズレー事業」及び「海外ウィッグ事業」の４区分に変更しております。 

この変更は当第１四半期連結会計期間におけるHC(USA) Inc.の子会社化を契機として、海外子会社

の業績管理区分を見直したためであります。 

また、組織変更を契機に「フォンテーヌ事業」に含めておりました「美材ルート」を当第１四半期

連結会計期間より「その他」に含めて表示しております。 

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分方

法により作成しております。 

  

３． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（のれんの金額の重要な変動） 

「海外ウィッグ事業」において、当第１四半期連結会計期間に HC(USA) Inc.を子会社化したこと

に伴い、のれんが61百万米ドル発生しております。なお、発生したのれんの金額は、暫定的に算定さ

れた金額であります。 

  

該当事項はありません。 

  

当社グループは、平成24年７月13日に Regis Corporationとの間で締結した基本合意書に基づき、平成

25年４月９日付で、北米においてウィッグ事業・ヘアトランスプラント事業を運営しているHC(USA) Inc.

の株式全部を、米国子会社であるBosHC Co.を通じて取得し、100％子会社としました。 

１. 企業結合の概要 

①被取得企業の名称及び事業の内容 

被取得企業の名称  HC(USA) Inc. 

事業の内容    オーダーメイドウィッグ、育毛サービス、ヘアトランスプラント 

②企業結合を行った主な理由 

当社グループは、ウィッグ、理美容・育毛サービスやヘアトランスプラントサービスなどの提供を

通じて、総合毛髪関連事業におけるグローバルグループとしてお客様の視点に立った経営を推し進め

ることにより、企業価値の向上に努めています。 

当社グループの事業戦略の中で最も重要な事業領域の一つで核を構成している事業は、海外ウィッ

グ事業とヘアトランスプラント事業でありますが、両事業には多くの競合が存在し激しいエリアとな

っており、当社グループは、北米市場での業績の拡大・向上への取り組みの一環として、ウィッグ事

業とヘアトランスプラント事業を営んでいる HC(USA) Inc. の株式全部を取得し、子会社化いたしま

した。 

③企業結合日 

平成25年４月９日 

④企業結合の法的形式 

株式取得 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）企業結合関係
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⑤結合後企業の名称 

変更はありません。 

⑥取得した議決権比率 

100％ 

⑦取得企業を決定するに至った主な根拠 

現金を対価として株式を取得したことによります。 

  

２. 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間 

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書には、被取得企業の業績は含まれておりま

せん。 

  

３. 被取得企業の取得原価及びその内訳 

取得の対価 163.5百万米ドル 

  

４. 発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

①発生したのれんの金額 

61百万米ドル 

なお、のれんの金額は取得原価の配分等が完了していないため、暫定的に算定された金額でありま

す。 

②発生原因 

取得原価が取得した資産及び引受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれん

として計上しております。 

③償却方法及び償却期間 

投資効果の発現する期間で均等償却する予定であります。なお、償却期間については現時点におい

て算定中であります。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年５月31日) 

（ストックオプションとしての新株予約権の発行） 

当社は、平成25年５月23日開催の当社取締役会において、当社の取締役及び従業員に対し、ストッ

ク・オプションとして新株予約権を発行することを決議し、平成25年７月５日に発行いたしました。

  

１．新株予約権の割当対象者及び数 

当社取締役 ６名 1,035個 

当社従業員 53名 1,895個 

  

２．新株予約権の目的となる株式の種類及び数 

当社普通株式 293,000株（新株予約権１個当たりの目的となる株式数は100株） 

  

（７）重要な後発事象
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３．新株予約権の割当日 

平成25年７月５日 

  

４．新株予約権と引換えに払込む金銭 

金銭の払込みを要しないこととする。なお、本新株予約権は職務執行の対価として付与するもので

ある。 

  

５．新株予約権の行使に際して出資される財産の価額 

１個当たり138,100円 

  

６．新株予約権を行使することができる期間 

 平成27年７月５日から平成35年５月23日まで 

  

７．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

①本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第

17条第１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満

の端数は、これを切り上げる。 

②本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載

の資本金等増加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。 
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